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Ⅰ．２０１５年度 業績報告 
  （１）月別前売前年比 推移（単体） 
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＜月別前年比＞ 

注（２）日本百貨店協会 発表数字より （店舗数調整前前年比を記載） 
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単位：％ 

＜四半期別  トピックス＞ 

・第１/第２四半期： コートを主体とした重衣料の店頭販売が堅調に推移し、加えて訪日外国人の増加による売上増の効果もあり、 
            第１四半期は前年比１０１％と前年を確保しました。 ４．５月は２０１４年度の消費税増税後の落ち込みに対して 

            店頭販売額を大きくプラスで推移するも、６月は土日の日数の減少と夏物クリアランス開始日のずれの影響により、 

            前年に対してマイナスとなりましたが、第２四半期は前年比１０８％、上期計では前年比１０４％となりました。 

・第３/第４四半期： 第３四半期は台風等の天候不順の影響もありセール商戦は苦戦しましたが、一方で基幹事業を中心に初秋物の 

            プロパー商材を強化して、既存ブランドは前年比９９％となりました。第４四半期では記録的な暖冬や婦人服の 

            トレンド変化等の要因によりコートを中心とした重衣料が苦戦した影響もあり、既存ブランドは前年比９５％で推移し、 

            下期計では既存ブランドは前年比９７％と全国百貨店衣料品計とほぼ同推移ですが、全社では新規事業への大幅な 

            切替時期に伴い前年比７０％となりました。 

 

 

注（１）バーバリー事業、マッキントッシュ ロンドン、ブルーレーベル・クレストブリッジ、ブラックレーベル・クレストブリッジを除く既存事業 

＜2014年＞
1月 2月 3月 第1Ｑ 4月 5月 6月 第2Ｑ 上期計 7月 8月 9月 第3Ｑ 10月 11月 12月 第4Ｑ 下期計 年間計

紳士服 104 104 122 110 95 100 93 96 103 105 106 113 108 103 105 101 103 105 104

婦人服 107 106 121 112 94 98 97 96 105 102 110 110 107 105 105 105 105 106 105

子供服 126 95 103 107 91 97 94 94 101 101 108 93 100 90 101 98 96 98 99

計 106 105 121 111 94 99 95 96 104 103 109 110 107 104 105 103 104 105 105

注（２）
全国百貨店

衣料品計
100 99 118 106 87 96 93 92 99 96 99 100 98 97 96 97 97 98 99

＜2015年＞
1月 2月 3月 第1Ｑ 4月 5月 6月 第2Ｑ 上期計 7月 8月 9月 第3Ｑ 10月 11月 12月 第4Ｑ 下期計 年間計

紳士服 100 120 87 100 119 112 102 111 105 97 81 68 82 75 65 64 67 72 88

婦人服 105 125 88 102 120 107 92 107 104 98 76 69 81 69 61 62 64 71 87

子供服 89 107 77 89 104 100 89 98 93 35 30 20 28 17 12 12 14 19 55

計 103 123 87 101 119 109 96 108 104 96 77 68 80 70 61 62 64 70 87

注（１） 既存対比 107 97 94 99 100 90 95 95 97

注（２）
全国百貨店

衣料品計
94 102 81 90 110 103 92 101 95 102 99 97 100 101 91 95 96 97 96



6 

＜売上高及び利益額＞ 
単位：百万円 
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Ⅰ．２０１５年度 業績報告 
  （２）損益計算書（連結） 

＜損益計算書（連結） トピックス＞ 

・上期の売上高は高付加価値商品や訪日外国人の増加等の要因により前年対比プラスで推移しましたが、下期は台風・暖冬等の気候要因の 
 影響で衣料品の消費環境の厳しさもあり、計画からマイナスとなりました。通期売上高は7月に発表した修正計画に対して97.4％となりました。 

・売上総利益額は店頭販売額の減少により年間計画は未達となりましたが、基幹ブランドのプロパー販売構成比の向上や原価低減の効果に 
 より利益率は計画に対して+０．９％となりました。 

・販管費については下期に広告宣伝費を中心に新規事業への追加的投資を増額しましたが、年間では業務の効率化追求等の効果もあり、 
 修正計画に対して４億６千９百万円の減少となりました。 

・営業利益については売上高・総利益額は減少しましたが、利益率の改善・販管費の削減等により修正計画に対してプラスを確保しました。  

15年計画 15年計画 15年計画

修正

（5月）
対前年 対計画

修正

（7月）
対前年 対計画

修正

（7月）
対前年 対計画

売上高 53,270 55,500 55,333 2,062 ▲ 166 57,726 44,667 42,082 ▲ 15,644 ▲ 2,585 110,996 100,000 97,415 ▲ 13,580 ▲ 2,584

総利益額 26,228 27,000 28,077 1,848 1,077 27,395 20,323 19,929 ▲ 7,466 ▲ 394 53,623 48,400 48,007 ▲ 5,616 ▲ 392

利益率 49.2% 48.6% 50.7% 1.5% 2.1% 47.5% 45.5% 47.4% -0.1% 1.9% 48.3% 48.4% 49.3% 1.0% 0.9%

販管費 21,713 21,000 20,323 ▲ 1,390 ▲ 676 21,696 21,577 21,107 ▲ 589 ▲ 470 43,409 41,900 41,430 ▲ 1,979 ▲ 469

販管費率 40.8% 37.8% 36.7% -4.0% -1.1% 37.6% 48.3% 50.2% 12.6% 1.9% 39.1% 41.9% 42.5% 3.4% 0.6%

営業利益 4,515 6,000 7,754 3,239 1,754 5,698 ▲ 1,254 ▲ 1,177 ▲ 6,875 77 10,213 6,500 6,577 ▲ 3,636 77

利益率 8.5% 10.8% 14.0% 5.5% 3.2% 9.9% -2.8% -2.8% -12.7% 0.0% 9.2% 6.5% 6.8% -2.4% 0.3%

経常利益 4,570 6,100 7,983 3,413 1,883 5,778 ▲ 1,183 ▲ 947 ▲ 6,725 236 10,348 6,800 7,036 ▲ 3,311 236

利益率 8.6% 11.0% 14.4% 5.8% 3.4% 10.0% -2.6% -2.3% -12.3% 0.4% 9.3% 6.8% 7.2% -2.1% 0.4%

純利益 3,173 3,600 5,077 1,903 1,477 3,145 ▲ 2,677 ▲ 2,482 ▲ 5,627 195 6,318 2,400 2,595 ▲ 3,723 195

利益率 6.0% 6.5% 9.2% 3.2% 2.7% 5.4% -6.0% -5.9% -11.3% 0.1% 5.7% 2.4% 2.7% -3.0% 0.3%

上期 下期 年間　（通期）

14年

実績

15年

実績

増減額（率）
14年

実績

15年

実績

増減額（率）
14年

実績

15年

実績

増減額（率）



Ⅰ．２０１５年度 業績報告 
  （３）販管費 実績（連結）     
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＜販管費＞ 

単位：百万円 

Copyright ⓒ  SANYO SHOKAI LTD. All Rights Reserved.  

＜販管費  トピックス＞ 

・給料手当は不採算店舗の撤退による店頭販売スタッフの人員減等により前年から１０億２千４百万円減少しました。 

・広告宣伝費は売場施工費（単体）が４億７千２百万円減少したこと等により、前年から５億４千８百万円減少しました。 

・不動産賃借料は事務所利用スペースの効率化、不採算店舗の撤退及び、契約満了による直営店の撤退等により、 
 前年から４億１千９百万円減少しました。 

・その他として物流の効率化を推進したこと等により、前年から１億５千９百万円減少しました。 

  

14年実績 15年実績 対前年増減額

売上高（連結） 110,996 97,415 ▲ 13,580

販管費 43,409 41,430 ▲ 1,979

　給料手当 22,099 21,075 ▲ 1,024

　広告宣伝費 5,228 4,680 ▲ 548

　減価償却費 735 908 172

　不動産賃借料 3,777 3,358 ▲ 419

　その他 11,568 11,408 ▲ 159

年間 （通期）



Ⅰ．２０１５年度 業績報告 
  （４）貸借対照表（連結） 
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単位：百万円 ＜貸借対照表サマリー＞ 
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＜貸借対照表（連結） トピックス＞ 

・受取手形及び売掛金は売上高の減少等により前年から減少しました。 

・商品及び製品については、仕入及び在庫の削減を進めたことにより４億７千７百万円減少しました。 

・支払手形及び買掛金については、仕入債務の削減に順じて減少しました。 

・長短借入金については、約定分の返済を行い２６億５千万円減少しました。 

  

14年12月末 15年12月末
対前年

増減額
14年12月末 15年12月末

対前年

増減額

＜資産の部＞ ＜負債の部＞

流動資産　計 61,829 56,351 ▲ 5,478 流動負債　計 26,482 21,457 ▲ 5,024

　現金及び預金 27,437 26,580 ▲ 857 　支払手形及び買掛金 15,824 14,378 ▲ 1,445

　受取手形及び売掛金 13,849 8,888 ▲ 4,960 　短期借入金 2,650 2,400 ▲ 250

　商品及び製品 18,575 18,098 ▲ 477 　その他流動負債 8,007 4,678 ▲ 3,328

　その他流動資産 1,967 2,784 817 　

固定資産　計 41,333 43,345 2,012 固定負債　計 14,997 13,092 ▲ 1,905

　有形固定資産 15,582 15,353 ▲ 228 　長期借入金 9,600 7,200 ▲ 2,400

　無形固定資産 2,493 2,240 ▲ 253 　その他固定負債 5,397 5,892 494

　投資その他の資産 23,258 25,751 2,493 負債合計 41,479 34,549 ▲ 6,929

＜純資産＞ 61,683 65,147 3,463

資産合計 103,163 99,697 ▲ 3,465 負債純資産合計 103,163 99,697 ▲ 3,465

＊長短借入金計 12,250 9,600 ▲ 2,650

＊自己資本比率 59.8% 65.3% 5.5%



Ⅰ．２０１５年度 業績報告 
  （５）キャッシュフロー計算書（連結） 
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単位：百万円 

＜キャッシュフロー 計算書サマリー＞ 

＜キャッシュフロー計算書（連結） トピックス＞ 

・営業活動によるキャッシュ・フローは、法人税等の支払額が３４億４千９百万円ありましたが、税金等調整前当期純利益を３７億８千４百万円 
 計上し、売上債権の減少による増加額が４９億５千７百万円あったこと等により、３２億３千７百万円の収入となりました。 

・投資活動によるキャッシュ・フローは、敷金及び保証金の回収による収入８億６千４百万円がありましたが、敷金及び保証金の差入による 
 支出１億６千１百万円、有形固定資産の取得による支出９億３千１百万円があったこと等により、３億６百万円の支出となりました。 

・財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出２６億５千万円や、配当金の支払額１０億５百万円があったこと等により、 
 ３７億８千７百万円の支出となりました。 

 この結果、現金及び現金同等物は前連結会計年度末に比べ８億５千７百万円減少し、２６５億８千万円となりました。 
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14年実績 15年実績 対前年増減額

営業活動 C/F 9,903 3,237 ▲ 6,666

投資活動 C/F ▲ 276 ▲ 306 ▲ 29

財務活動 C/F ▲ 2,029 ▲ 3,787 ▲ 1,757

年間 （通期）



２０１６年度 事業計画 
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Ⅲ．２０１６年度 事業計画 
   （１）事業計画における重点ポイント 

◇２０１６年 事業計画  

 １．新規事業・基幹事業の事業規模拡大  

   （１）新規事業・基幹事業に対して全社的に経営資源を集中 

   （２）マッキントッシュ ロンドン事業、ブルーレーベル・クレストブリッジ、ブラックレーベル・クレストブリッジ事業の認知度向上および新規顧客の獲得 

   （３）ＥＰＯＣＡ リブランディングを更に推進、ウィメンズの新コンセプトショップを百貨店に導入開始（２０１６年３月 髙島屋新宿店より） 

   （４）ポール・スチュアート 好調な紳士テーラードラインを更に進化、ベターブランドとしての地位を確立する 

   （５）ラブレス新規店舗を東海地区に初出店（２月２７日 グランドオープン 名古屋栄地区） 

 

 ２．Ｅコマース（以下ＥＣとする）事業の強化・拡大およびオムニチャネル化の推進  

   （１）ＳＡＮＹＯ ｉＳｔｏｒｅを核とするオムニチャネルの推進による販売機会の拡大 

      ・店頭・倉庫在庫の一元化による販売機会ロスの削減 

      ・自社ＥＣサイトでの店頭在庫確認機能と、サイト経由での店頭お取り置きサービス開始による、お客様の利便性の向上 

      ・２０１５年下期よりマッキントッシュ ロンドンおよびブルーレーベル・クレストブリッジ、ブラックレーベル・クレストブリッジ ＥＣ販路での販売を開始 

   （２）「ＳＡＮＹＯ ＭＥＭＢＥＲＳＨＩＰ」（ポイント制度）の導入拡大 

      ・自社ＥＣサイトやリアル店舗など、販路を問わずポイント付与・使用できる環境の整備により、お客様の購入動機の促進を図る   

   （３）顧客コミュニケーションの深化 

      ・顧客との接点を増やすためのアプリの導入と顧客データの分析による精度の高い情報の提供 

   （４）他社ＥＣとの在庫情報・商品情報・受注情報の連携を強化・拡大 

   （５）越境ＥＣによる海外への進出 

      ・２０１５年下期よりラブレス／ギルドプライムがＦａｒｆｅｔｃｈへ出店、今後他の海外ＥＣとの連携を推進 
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Ⅲ．２０１６年度 事業計画 
   （１）事業計画における重点ポイント 

◇２０１６年 事業計画  

 ３．「ものづくり力」の強化とオリジナル事業の規模拡大 

   （１） 「１００年コート」を軸とした新たな「ＣＯＡＴコンセプトショップ」の提案と更なる規模拡大（国内販路における新たな売場作り、海外販路での展開推進等） 

   （２）Ｊ∞ＱＵＡＬＩＴＹ商品認証申請ブランドを拡大、２０１５年度の４ブランドから２ブランドを追加し、２０１６年度は６ブランドを計画（２０１６年２月時点）  

      ・２０１５年度：サンヨーコート(紳士・婦人）、ポール・スチュアート（紳士・婦人）、ブラックレーベル・クレストブリッジ、イルファーロ 

      ・２０１６年度：ザ・スコッチハウス、コトゥー   

   （３）サンヨーソーイングのブランディングの推進（Ｊ∞ＱＵＡＬＩＴＹ企業認証 取得済み） 

   （４）三陽山長のトータル化の推進と出店の加速（２０１６年２月 日本橋三越本店、２０１６年４月 松坂屋名古屋店） 

 

 ４．雑貨アイテムの強化・拡大 

   （１）気候に左右されない雑貨アイテムの強化・拡大を推進（２０１５年度 雑貨構成比１２．３％、２０１８年度 構成比２０％目標）、サイズの影響が少ない 

      ＥＣの売上規模拡大へつなげる （店頭販売ベース構成比） 
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＜売上高及び利益額＞ 
単位：百万円 

＜２０１６年度 売上利益 計画＞ 

・２０１６年度においては、２０１５年下期からの全社的な事業構造改革を継続・推進し、事業の効率化を図りながら新規事業・基幹事業の拡大に 
 取り組みます。 

・上期については新規事業への切替もあり前年からマイナスの計画とし、下期については事業構造改革が一巡する予定です。 
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Ⅲ．２０１６年度 事業計画 
  （２）損益計算書（連結） 

売上高 55,333 37,000 ▲ 18,333 42,082 40,000 ▲ 2,082 97,415 77,000 ▲ 20,415

総利益額 28,077 17,500 ▲ 10,577 19,930 18,800 ▲ 1,130 48,007 36,300 ▲ 11,707

利益率 50.7% 47.3% -3.4% 47.4% 47.0% -0.4% 49.3% 47.1% -2.1%

販管費 20,323 19,700 ▲ 623 21,107 18,600 ▲ 2,507 41,430 38,300 ▲ 3,130

販管費率 36.7% 53.2% 16.5% 50.2% 46.5% -3.7% 42.5% 49.7% 7.2%

営業利益 7,754 ▲ 2,200 ▲ 9,954 ▲ 1,177 200 1,377 6,577 ▲ 2,000 ▲ 8,577

利益率 14.0% -5.9% -20.0% -2.8% 0.5% 3.3% 6.8% -2.6% -9.3%

経常利益 7,983 ▲ 2,100 ▲ 10,083 ▲ 980 400 1,380 7,003 ▲ 1,700 ▲ 8,703

利益率 14.4% -5.7% -20.1% -2.3% 1.0% 3.3% 7.2% -2.2% -9.4%

純利益 5,077 0 ▲ 5,077 ▲ 2,515 300 2,815 2,562 300 ▲ 2,262

利益率 9.2% 0.0% -9.2% -6.0% 0.8% 6.7% 2.6% 0.4% -2.2%

年間　（通期）

15年
実績

16年
計画

15年
実績

上期 下期

対前年
増減額（率）

対前年
増減額（率）

対前年
増減額（率）

16年
計画

15年
実績

16年
計画
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＜販路別前売＞ 
単位：百万円 
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Ⅲ．２０１６年度 事業計画  
  （３）販路別前売 計画（単体） 

＜販路別前売 計画（単体） ＞ 

 ・百貨店販路 ： 既存ブランド対比の２０１５年実績は前年比で、百貨店紳士服が上期９６％、下期１００％、百貨店婦人服が上期９２％、下期９４％と 

             婦人服が苦戦。２０１６年計画においても百貨店婦人服の市場環境は厳しいと見込んでおりますが、新ブランドの展開が一巡する 

             下期９月以降は事業拡大のスピードを加速させていきます。             

 ・FB・路面他 ： ２０１５年は免税対応店舗の拡大効果もありインバウンド売上が増加、年間の計画を達成しました。２０１６年は引続き免税対応店舗の 

             拡大等によるインバウンド対応を推進しますが、ブランド切替の影響等により前年からマイナスで計画しております。 

 ・EC・通販 ： ２０１５年については自社ＥＣサイトと店頭・倉庫在庫の在庫連携の拡大、リアル店舗からの商品移動等の施策を行い、売上は前年 

             対比１０４％となりました。２０１６年は２０１５年下期から開始した新ブランドを加えて自社・他社ＥＣサイト共に事業を拡大します。 

 ・アウトレット ： ２０１５年は年間の計画を達成しました。２０１６年は新ブランドへの切替を上期より開始、売場切替の影響により上期・下期共に 

             前年からマイナスで計画しております。 

  

百貨店 紳士服 22,500 23,820 106% 17,850 75% ▲ 5,970 19,300 17,140 89% 19,430 113% 2,290 43,120 40,960 95% 37,280 91% ▲ 3,680

百貨店 婦人服 29,400 31,280 106% 22,750 73% ▲ 8,530 23,800 20,750 87% 23,240 112% 2,490 55,080 52,030 94% 45,990 88% ▲ 6,040

百貨店 子供服 800 980 123% 0% ▲ 980 100 10 10% 0% ▲ 10 1,080 990 92% 0% ▲ 990

百貨店計 52,700 56,080 106% 40,600 72% ▲ 15,480 43,200 37,900 88% 42,670 113% 4,770 99,280 93,980 95% 83,270 89% ▲ 10,710

FB・路面店 7,200 9,480 132% 4,610 49% ▲ 4,870 5,650 5,650 100% 5,130 91% ▲ 520 15,130 15,130 100% 9,740 64% ▲ 5,390

EC・通販 1,800 1,720 96% 2,060 120% 340 1,800 1,560 87% 2,000 128% 440 3,520 3,280 93% 4,060 124% 780

アウトレット 5,000 5,330 107% 1,730 32% ▲ 3,600 5,650 6,340 112% 1,200 19% ▲ 5,140 10,980 11,670 106% 2,930 25% ▲ 8,740

百貨店以外計 14,000 16,530 118% 8,400 51% ▲ 8,130 13,100 13,550 103% 8,330 61% ▲ 5,220 29,630 30,080 102% 16,730 56% ▲ 13,350

合計 66,700 72,610 109% 49,000 67% ▲ 23,610 56,300 51,450 91% 51,000 99% ▲ 450 128,910 124,060 96% 100,000 81% ▲ 24,060

15年
計画

15年
計画

上期 下期 年間　（通期）

15年
計画

15年

計画比

15年

計画比

15年

計画比

15年
実績

16年
計画

前年比
対前年

増減額

15年
実績

16年
計画

前年比
対前年

増減額

15年
実績

16年
計画

前年比
対前年

増減額
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＜基幹ブランド前売＞ 
単位：百万円 
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Ⅲ．２０１６年度 事業計画 
  （４）基幹ブランド前売 計画（単体） 

＜基幹ブランド前売 計画（単体） ＞ 

 ・ マッキントッシュ事業ではマッキントッシュ フィロソフィーのメンズ・ウィメンズ共に２０１５年年間実績は計画値を確保しました（メンズ／ウィメンズ 
   共に１００％）。 ２０１６年は新ブランドのマッキントッシュ ロンドンへの投資を継続し、マッキントッシュ事業の拡大を図ります。 

 ・ ポール・スチュアート事業では、２０１５年実績は気候と商品ＭＤの乖離もあり計画に未達でした。２０１６年においては商品ＭＤの改善、メンズで 
   浸透したハイクラスブランドのイメージをウィメンズにも拡大してブランドイメージの向上を図ります。    

 ・ エポカ事業では主力のウィメンズが２０１４年下期からのリブランディングの浸透効果により２０１５年年間の計画は未達となりましたが、２０１５年下期 
   から前年実績をクリア、エポカウォモにおいても２０１５年年間で前年実績をクリアしました。２０１６年においてはウィメンズの百貨店への新コンセプト 
   ショップ導入等により事業拡大を推進します。 

 ・ アマカ・エヴェックス バイ クリツィア・トゥービーシック事業においては主販路の百貨店婦人服市況と同様に苦戦しました。２０１６年においては商品ＭＤの 
   見直し、雑貨アイテムの強化、Ｅコマース販路の拡大等により事業拡大を推進します。 

 ・ ラブレス事業については６年１２期連続前売計画を達成しました。２０１６年度は２月末に東海地区初出店となるラブレス名古屋がオープン。引続き 
   事業規模拡大を推進します。 

 

 

対前年 対前年 対前年

増減額 増減額 増減額

マッキントッシュ事業 （メンズ・ウィメンズ） 3,860 3,840 99% 10,900 284% 7,060 11,460 9,000 79% 13,550 151% 4,550 15,300 12,840 84% 24,450 190% 11,610

ポール・スチュアート事業
（メンズ・ウィメンズ・

スポーツ）
4,950 4,600 93% 4,500 98% ▲ 100 5,080 4,500 89% 4,500 100% 0 9,680 9,100 94% 9,000 99% ▲ 100

エポカ事業
（メンズ・ウィメンズ・

セレクトショ ップ）
4,190 3,880 93% 4,050 104% 170 3,970 3,790 95% 3,950 104% 160 7,850 7,670 98% 8,000 104% 330

アマカ事業 （ウィメンズ） 1,980 1,900 96% 1,850 97% ▲ 50 1,850 1,670 90% 1,640 98% ▲ 30 3,750 3,570 95% 3,490 98% ▲ 80

エヴェックス事業 （ウィメンズ） 2,800 2,680 96% 2,780 104% 100 2,800 2,470 88% 2,570 104% 100 5,480 5,150 94% 5,350 104% 200

トゥービーシック事業 （ウィメンズ） 2,830 2,510 89% 2,510 100% 0 2,500 2,050 82% 2,070 101% 20 5,010 4,560 91% 4,580 100% 20

ラブレス事業 （セレクトショ ップ） 1,290 1,330 103% 1,620 122% 290 1,440 1,460 101% 1,730 118% 270 2,770 2,790 101% 3,350 120% 560

21,900 20,740 95% 28,210 136% 7,470 29,100 24,940 86% 30,010 120% 5,070 49,840 45,680 92% 58,220 127% 12,540

16年

計画

下期 年間　（通期）上期

前年比

7事業合計

15年

計画
計画比 計画比

15年

計画

15年

計画
計画比前年比 前年比ブランド（展開構成）

15年

実績

16年

計画

15年

実績

16年

計画

15年

実績
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＜販路別 売場数（ドア数）推移 （国内での前売計上売場のみ）＞ 
単位：店 

（注）季節性の強い「コート平場」を除く 

＜２０１５年～２０１６年の売場数推移について＞ 

Copyright ⓒ  SANYO SHOKAI LTD. All Rights Reserved.  

Ⅲ．２０１６年度 事業計画 
  （５）販路別売場数 計画（単体） 

・ ２０１５年下期に百貨店売場にてマッキントッシュ ロンドン メンズで１１５店舗、マッキントッシュ ロンドン ウィメンズで１２３店舗、 

  マッキントッシュ ロンドン ウィメンズＬサイズで２５店舗、全国で当初計画を上回る２６３店舗を出店しました。 

・ ブルーレーベル・クレストブリッジ、ブラックレーベル・クレストブリッジについては従来の店舗環境を引き継ぎ、加えて新規６店舗、 

  中止４店舗の出退店となりました。 

・ ２０１５年１２月末の売場数については、ブランド切替による増減、および不採算売場の撤退等の影響により売場数が減少しまし 

  た。 

・ ２０１６年においても不採算売場の見直しを図り、事業運営の効率化を推進します。 

 

14年6月末 15年6月末 前年比（％） 対前年 増減 16年6月末(予想) 前年比（％） 対前年 増減

百貨店 1,560 1,505 96.5 -55 1,370 91.0 -135 
百貨店以外 98 90 91.8 -8 70 77.8 -20 

計 1,658 1,595 96.2 -63 1,440 90.3 -155 

14年12月末 15年12月末 前年比（％） 対前年 増減 16年12月末(予想) 前年比（％） 対前年 増減

百貨店 1,555 1,388 89.3 -167 1,350 97.3 -38 
百貨店以外 98 90 91.8 -8 80 88.9 -10 

計 1,653 1,478 89.4 -175 1,430 96.8 -48 

上期　（6月30日時点）

通期　（12月31日時点）



中期５ヵ年経営計画 進捗状況 
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単位：百万円 
＜中期５ヵ年経営計画（定量面）＞ 

Copyright ⓒ  SANYO SHOKAI LTD. All Rights Reserved.  

Ⅱ．中期５ヵ年経営計画 進捗状況 
   

  ・ ２０１５年春夏シーズンをもってバーバリーブランドのライセンス事業は終了し、秋冬シーズンよりマッキントッシュ ロンドン（メンズ・ウィメンズ  

    全２６３売場）、ブルーレーベル・クレストブリッジ、ブラックレーベル・クレストブリッジ（全１５１売場） 各ブランドの展開を全国百貨店、直営店 

    及びＥコマースにて一斉にスタートしました。（複合売場は１店舗としてカウント) 

 

  ・ 「中期５ヵ年経営計画（定量面）」の前半２ヵ年につきましては、いずれも当初計画を上回る業績を確保することができました。 

    ２０１５年度につきましては上期の好業績を受け、７月時点での業績予想の修正を行いましたが、その後の厳しい市況から売上高は未達となるも 

    粗利益率の改善と販管費の効率化を推進し、営業利益は修正公表を上回る業績となりました。 

 

  ・ ２０１６年度の定量計画につきましては引き続き不透明な市況が予想されることから、当初計画から売上高は下方修正いたしますが、 

    粗利益率の改善と販管費の効率化をさらに推進し、当初計画の営業損益を確保する予定としております。 

 

2017 2018
＜4年度＞ ＜5年度＞

計画 実績 当初計画 修正計画 実績 当初計画 修正計画

  前売額 （単体） 138,000 142,830 123,000 128,910 124,060 110,000 100,000 119,000 130,000

  売上高（連結） 107,000 110,996 96,000 100,000 97,415 85,000 77,000 90,000 100,000

  売上総利益（連結） 51,700 53,623 45,200 48,400 48,007 38,800 36,300 42,500 48,500

  営業利益（連結） 7,200 10,213 3,200 6,500 6,577 ▲2,000 ▲ 2,000 2,000 5,000

2014
＜2年度＞

2015

計画

2016
＜初年度＞ ＜3年度＞



２０１６年 上期 重点ブランド展開・CSR活動 
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展開店舗                    ： 全国百貨店、直営店含む 合計263売場 
        
ブランドサイト            ： 1月よりヒストリームービー配信中  
                http://www.mackintosh-london.com/ 
 
Eコマース                   ： 当社直営オンラインストアにて販売 
   
宣伝・販促                 ： 売場と連動し、雑誌・交通広告を中心に展開        

2016 春 ブランドビジュアル 

Ⅲ．２０１６年 上期 重点ブランド展開   
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展開店舗        ： ブルーレーベル・クレストブリッジ75売場にて展開 
                               ブラックレーベル・クレストブリッジ81売場にて展開 
          （2月12日現在） 
 
Eコマース        ： ブランドサイト内にてオンラインショップ展開 
                               https://www.crestbridge.jp 
                                
宣伝・販促        ： 雑誌、ウェブメディアなどによる広告を実施  
            LINE、Facebook、Instagram 等のソーシャルメディア 
             によるＰＲを強化 
          
コレクション       ： 4月に2016秋冬コレクションプレビューを開催予定 
 
 
クリエイティブ ディレクター： 三原 康裕 氏 2016 春 コレクションプレビュー風景 

Ⅲ．２０１６年 上期 重点ブランド展開   
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ストアコンセプト              ： 廃墟となったお城を彷彿とさせる瓦礫や植 

                      物を配する等、自然と中世の要塞や砂漠 

                                             の宿営地を感じさせる独特の雰囲気を持 

                                             つ空間 

 
商品構成                                : MENS/WOMENS/ACCESSORY 
 
住所                                         ： 愛知県名古屋市中区栄3-13-9 
 
面積                                         ： 555㎡ 
 
フロア構成                              ： B1F = MENS         1F = MENS&WOMENS 
                                                     2F = WOMENS     3F = VIP ROOM 
 
グランドオープン                    ： 2月27日（土） 
 
オープニングレセプション    :  2月26日（金） 
 

ラブレス展開店舗             ： ラブレス青山、ラブレス代官山 
                                        ラブレス天神、ラブレス心斎橋 
                                        ラブレス京都 
 

店内イメージ図 

６年連続売上計画達成のセレクトショップ事業において、 
東海地区初となる、ラブレス名古屋  2月27日（土） オープン 
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Ⅲ．２０１６年 上期 重点ブランド展開   
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 TIMELESS WORK.の取組みについて 

新商品発売   ： 現在展開中の紳士4型、婦人3型に加え、 
           今春より「三陽格子」シリーズ、紳士4型、婦人3型を新発売 
 
三陽格子    ： 日本を代表する伝統文化「歌舞伎」にて使用されている、 
                        「翁格子」をもとに、松竹株式会社の協力を得て開発 
 
三陽格子の色 ： 日本の伝統色と三陽商会の企業色を採用 

「J∞QUALITY商品認証事業」商品認証第1号(番号:S15AW000001)を取得 

TIMELESS WORK.を体現するショップとして、 
三陽銀座タワー 6階に常設ショップを展開中 

Copyright ⓒ  SANYO SHOKAI LTD. All Rights Reserved.  

Ⅲ．２０１６年 上期 重点ブランド展開   

三陽格子 

「100年コート」縫製工場 
株式会社サンヨーソーイング(青森県) 
J∞QUALITY企業認証第1号、2015年2月26日に認証番号を取得 
安全・安心・コンプライアンス企業認証番号：K0103150001 
縫製企業認証番号：K0600150002 
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ストアコンセプト      ：HARMONIZE（伝統と革新）をストアコンセプトに       

             今までの三陽が培ってきた「こだわりのものづくり」と 
             「新生SANYO」を体験できる店舗となっております 

公式サイト：http://www.sanyoginzatower.com 

6階 フロア 

SANYO GINZA TOWER （三陽銀座タワー） 
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Ⅲ．２０１６年 上期 ブランド展開   

ブランド展開       
 
インバウンド対応      
 
 
イベント                 

：3月中旬より、6階にて「三陽山長」コーナー新設 
 
：本年1月より「Ｗｅｉｂｏ」（中国におけるtwitter）を開始した 
 ほか、複数の外国人向けWEB媒体や雑誌にてＰＲを強化 
 
：「タッチラボ」開催 

 楽しんで学べるワークショップを通じて企業と生活者が 
 「ものづくり」の価値を共創していくことが目的 

：「匠-takumi-」開催 
 「革新とこだわりのものづくり」を続ける日本の「匠」を 
 紹介 
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「think.sanyo」とは、<真・善・美>の社是の下、当社がＣＳＲ基本方針として掲げる「ＣＳＲの理念」を表す言葉として生み出されました。 

Ⅲ．２０１６年 上期 ＣＳＲ活動 
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服を大切に長く着る心を育てる「服育」の一環として、2014年から東京都内の学校で「服育授業」を
スタートし、2014年は2校で、2015年は5校での授業を実施いたしました。 

当社のデザイナーやパタンナーが家庭科の授業に参画し、デザイナーやパタンナーの職業（キャ
リア学習）や、服ができるまでのプロセスを説明しながら、子どもたちと一緒にバッグやエプロンを
製作します。 

2016年もこの授業は継続し、年間5校で実施する予定です。 

 

＜服育＞ 

社会貢献活動 

服育授業 風景 

2013年12月から、「服育」の一環として、明治大学の学生と「就職後も長く着られるコート」をコン
セプトに商品開発するプロジェクトをスタートしました。 

大学生とともに商品の企画・販売を行い、実際にサプライチェーンや価格設定の背景など服が
できるまでのプロセスに触れることで、モノづくりの根幹を学んでもらう狙いです。 

このプロジェクトは2015年11月に製品化を実現し、ＳＡＮＹＯ ｉＳｔｏｒｅにて販売中です。 

・大学生との共同開発 

共同開発 風景 

・服育授業 

製品 
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環境活動 

＜和綿栽培『渡良瀬エコビレッジ』＞ 

当社では2013年から、栃木県の「渡良瀬エコビレッジ」にて和綿の栽培を実施して
います。 

「渡良瀬エコビレッジ」の活動は、衣・食・住を通して環境に負担を与えない持続可
能な循環型社会の「やまずめぐる暮らし」を目指してスタートしました。日本古来か
らある循環型の生活の知恵を、和綿栽培を通して体験します。 

この活動に社員が参加することにより、企業として環境への理解を深める試みと
なっています。 

今年も5月の種まきから始まり7月に間引きと草取りを、11月に収穫を予定していま
す。 
 

尚、今年はこれまで収穫された和綿によるストールの製品化を企画し、三陽銀座タ
ワーにて発売を予定しています。 

渡良瀬エコビレッジ『SANYO COTTON FIELD』 

Ⅲ．２０１６年 上期 ＣＳＲ活動 

Copyright ⓒ  SANYO SHOKAI LTD. All Rights Reserved.  

当社は、 2015年4月に設立された羽毛（ダウン）のリサイクルを促進する団体「一般社団
法人Green Down Project（グリーンダウンプロジェクト）」に参加する22の企業の１つとし
て加盟し、再生羽毛「グリーンダウン」を用いた製品を販売しております。 
 
三陽銀座タワー 6階フロアでは、一般のお客様からの不要になった羽毛製品の回収を
行っており、社内においては支店を含む全社に「ダウン回収ボックス」を設け、社員から
も回収しております。 
 
「Green Down Project」の参加企業として、今年も再生羽毛「グリーンダウン」を用いた製
品の販売と、羽毛製品の回収を通して、"羽毛はリサイクルできる循環資源である" こと
を広め、アパレル企業として羽毛の再利用促進を図ってまいります。 

＜グリーンダウン（再生羽毛）＞ 



＜本資料に関する問い合わせ先＞ 

経営統轄本部 経営企画室長 

伊藤 譲 

℡番号 03-6380-5421（直通） 


